
トマト黄化葉巻ウイルスの血清学的検出のための抗体作出

［要約］純化したトマト黄化葉巻ウイルス（ＴＹＬＣＶ）を抗原として作出した抗体

は，ウェスタンブロッティング法および 法でトマト黄化葉巻病の発病葉DAS-ELISA

から特異的にＴＹＬＣＶを検出できるため，トマト黄化葉巻病の診断に活用できる。
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対象作目 野 菜 専門項目 病害虫 成果分類 新技術

［背景・ねらい］

平成８年に九州で発生したトマト黄化葉巻病は，現在，九州管内では大分県および沖縄

県を除く全県で発生しており，毎年トマト産地に被害をもたらしている。

トマト黄化葉巻ウイルスはシルバーリーフコナジラミによって容易に媒介されるため，

早期診断に基づく罹病株の除去は防除対策上重要である。そのため検体を簡便かつ迅速に

診断できる技術が必要とされる。そこで，簡易迅速診断法である血清学的手法に利用する

ための抗血清（抗体）を作出する （要望機関名：病害虫防除所（Ｈ ）。 ）12

［成果の内容・特徴］

１．純化したＴＹＬＣＶ粒子（図１）を抗原として家兎を免疫して作出した抗ＴＹＬＣ

Ｖ血清は，他のトマトの主要な病原ウイルスであるＣＭＶ，ＴＭＶ，ＴＳＷＶに反応

しないため データ略 ウェスタンブロッティング法により発病葉磨砕液中のＴＹＬ（ ）、

ＣＶを特異的に検出できる（図２ 。）

２．作出した抗ＴＹＬＣＶ血清から精製した抗体（ ）を用いた 法によりIgG DAS-ELISA

コーティング用抗体濃度 μ でコンジュゲート（アルカリフォスファターゼ標0.5 g/ml

） （ ）。識抗体 濃度 倍まで発病葉磨砕液中のＴＹＬＣＶを特異的に検出できる 図３2,000

［成果の活用面・留意点］

１．普及現場におけるトマト黄化葉巻病の簡易かつ迅速な診断が可能となる

２．現時点では病徴が現れた発病葉からのみ検出が可能であり、無病徴の感染葉につい

ては検討が必要である。



[具体的データ］

抗血清の希釈倍数
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図 １ 純化ウイルスの電顕像（１５万倍） 図 ２ ｳｪｽﾀﾝﾌ ﾞﾛｯﾃｨﾝｸ ﾞ像

純化ウイルス標品P:

トマト発病葉磨砕液I:

健全葉磨砕液H:

注）矢印は T Y L C Vの存在を示す

［その他］
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感染葉、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ抗体：4ug/ml

感染葉、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ抗体：2ug/ml

感染葉、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ抗体：1ug/ml

感染葉、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ抗体：0.5ug/m;

健全葉、ｺｰﾃｨﾝｸﾞ抗体：4ug/ml
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図３　DAS-ELISAによるトマト感染葉からのＴＹＬＣＶの特異的
　　　   検出
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